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令和４年度 第１回志太榛原地域医療構想調整会議 会議録

日 時 令和４年７月８日（金）午後７時から８時 00 分まで

方 法 Web 会議

出 席 者

職・氏名

＜委員＞

焼津市医師会長 堀尾 惠三

志太医師会長 森 泰雄

島田市医師会長（欠席） 松永 和彦

榛原医師会長 石井 英正

藤枝歯科医師会長 岡本 康雄

藤枝薬剤師会長 清水 あつ子

静岡県看護協会志太榛原地区支部長（欠席） 増田 伊佐世

島田市立総合医療センター病院事業管理者 青山 武

藤枝市立総合病院長 中村 利夫

岡本石井病院長 平田 健雄

藤枝駿府病院長 田中 賢司

焼津市立総合病院事業管理者 関 常司

榛原総合病院長 森田 信敏

全国健康保険協会静岡支部業務部長 増田 邦子

特別養護ホーム住吉杉の子園施設長 鈴木 佐知子

島田市健康福祉部長 畑 活年

焼津市健康福祉部長 櫛田 隆弘

藤枝市健やか推進局長 藁科 仁美

牧之原市健康推進部長 鈴木 郁美

吉田町健康づくり課長 増田 稔生子

川根本町健康福祉課長 森下 育昭

静岡県中部保健所長 岩間 真人

＜地域医療構想アドバイザー＞

浜松医科大学特任教授 竹内 浩視

＜事務局＞

静岡県中部健康福祉センター医療健康部長 大石 かおり

議 題 １ 地域医療構想の推進に関する医療機関の対応方針について

報 告 １ 令和３年度病床機能報告（暫定値）について

２ 病床機能分化促進事業費補助金について

３ 外来機能報告制度及び紹介受診重点医療機関について

４ 地域医療介護総合確保基金について

５ 地域医療構想の実現に向けた重点支援区域について

６ 第８次保健医療計画の見直しについて
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司会から本会議の委員は 22 人で、７月１日から２年間新任期になることを説明。

新委員紹介。

本会議は原則として公開であることを説明。

昨年度まで議長を務めていただいた志太医師会の錦野委員が医師会長を退かれたこ

とにより、新たに議長の選出が必要となる。志太榛原地域医療構想調整会議 設置要

綱 第５条に「設置後最初の調整会議は、静岡県中部保健所長が招集する」という規

定に準じて、最初の進行は、岩間保健所長が務める。

【あいさつ】

（岩間保健所長）

【議長及の選出】

（岩間保健所長）

志太榛原地域医療構想調整会議 設置要綱 第３条第２項に、「調整会議に議長を置

き、委員の互選によりこれを定める。」と規定されているが、今回、事務局からの提案

として、志太医師会会長の森委員を議長に推薦したいと考えますが、皆様いかがでし

ょうか。

（異議なし）

森委員を議長に選出。

【あいさつ】

（森議長）

ただいま、議長に御推薦いただいた志太医師会会長の森でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。

昨年度までの会議の状況につきましては、前任の錦野先生からお話を聞いておりま

すが、この会議は、団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年に向けて、この圏域に住ん

でいる高齢者をはじめとしたあらゆる世代の皆さんが、適切でかつ必要な医療を受け

られるように、皆で意見を出し合う場と理解しております。

今回の会議は、オンラインではありますが、久しぶりに委員が顔を合わせる会議と

なります。病床機能の経過について確認するとともに、皆さんから意見を出していた

だき、志太榛原圏域における課題について、議論していきたいと思います。

それでは、よろしくお願いします。

【副議長の選出】

（森議長）

志太榛原地域医療構想調整会議 設置要綱 第３条第４項に、「議長はあらかじめ副

議長を指名することとし、必要に応じて副議長がその職務を代行する」と規定されて

おりますことから、私から指名をさせていただきます。

副議長には、引き続き焼津市医師会会長の堀尾委員を選出したいと考えますが、い

かがでしょうか。



3

（異議なし）

堀尾委員を副議長に選出。

【議題１ 地域医療構想の推進に関する医療機関の対応方針について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料１－１～４ P.１～７）

（森議長）

ただいまの説明につきまして、御意見、御質問がありませんか。

公立４病院の先生、意見をお願いいたします。

（島田市立総合医療センター 青山委員）

スケジュールに従い、公立病院経営強化プランを策定していこうと思っています。

（森議長）

ありがとうございます。藤枝市立総合病院 中村委員、いかがでしょうか。

（藤枝市立総合病院 中村委員）

公立病院経営強化プランの一部改正はありましたが、やはりコロナにともない新型

感染症の対応についても、当院でも行っておりますし、青山先生がおっしゃるように

記載内容は新公立病院改革プランに沿って策定していく予定でございます。

（森議長）

ありがとうございます。焼津市立総合病院 関委員、いかがでしょうか。

（焼津市立総合病院 関委員）

当院もこの計画で策定する予定でございます。よろしくお願いします。

（榛原総合病院 森田委員）

まだプランが出せていないということや人員の確保等流動的な面もありますが、こ

の流れに沿ってプラン策定を進めていこうと思います。

今日この後、当方の病床変更等の審議があると思いますが、そちらの方でもまたお

話させていただこうと思います。

また、経営形態の見直しの中、すでに我々は指定管理者制度の導入をしております

ので、そういう特性も生かした形でプランニングができたらと思っております。

（森議長）

ありがとうございます。最後に竹内アドバイザーに補足・意見等ございましたらお

願いします。

（竹内アドバイザー）

もう各病院の先生方、御準備をいただいていると思いますし、それぞれプランのガ

イドラインなども届いていると思いますので、策定をしていただければと思います。

今回のポイントとしては、事務局から説明があったように、医療従事者の確保が主

なポイントとなっています。

（森議長）

ありがとうございました。それでは、次に報告事項に移ります。
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【報告１ 令和３年度病床機能報告（暫定値）について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料２ P.８～10）

（森議長）

ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

＜発言なし＞

特に無いようなので、次に移ります。

【報告２ 病床機能分化促進事業費補助金について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料３-１､２ P.11～12）

（森議長）

補助金申請をされている榛原総合病院 森田委員から補足等があればお願いします。

（榛原総合病院 森田委員）

基本的には今、事務局から説明があったとおりでございます。

昨年度の書面会議で地域包括ケア病床 40 床について承認をいただいておりますが、

使用病床を急遽、コロナ病床として使い始めてしまったため、去年の状況では、今年

４月までに地域包括ケア病床を作るというのは、現実的に改修する期間がありません

でした。また人的にもコロナ対応をしていたため、令和３年８月 24 日に補助金の内示

をいただいていおりましたが、残念ながら令和４年４月の稼働は諦めるということで、

令和３年８月 25 日に申請を一旦取下げ、令和３年９月７日に令和４年の計画書を提出

し、今回再度補助金の申請をさせていただくことになっていおります。

これにて未稼働病床を使用し、地域包括ケア病床 40 床として稼働しようと考えてお

りますので、御了承をお願いします。

（森議長）

ありがとうございました。

ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

＜発言なし＞

特に無いようなので、次に移ります。

【報告３ 外来機能報告制度及び紹介受診重点医療機関について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料４ P.13～14）

（森議長）
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ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

（榛原総合病院 森田委員）

紹介逆紹介というところに関しては、国の方針なので致し方ないところもあるとは

思いますが、やはり地域特性、特にこの地域であっても、我々の病院の周囲の立ち位

置と、藤枝市立さん等の地域とはやはり少し地域柄が違ってくるのではと考えており

ます。

例えば静岡市内だと、病院で手術をしたらその後のフォローは地域に戻さなければ

いけないというコンセンサスがあるというところもある。しかし我々の地域では地域

の開業医の先生方も少ない中で厳しく頑張っているため、治療後もどちらかと言えば、

すぐ紹介状で戻すというよりは、一度治療したらその後も榛原病院でフォローをとい

った意見を聞くところも診療科によってはあるため、なかなか逆紹介率といっても、

手術が終わったからあとはお願いしますね、と戻せるかはちょっと厳しいという地域

の特性がある。

全体像としては変わらないと思いますが、この会議の場である程度御理解いただけ

るような議事進行に今後していただけたらと思います。一概に紹介逆紹介率のパーセ

ンテージで物事で決められて、地域の外来の細かいことにまで立ち入った議論という

のはなかなか難しいんじゃないかなと私は考えておりますことを、一応申し述べさせ

ていただきます。

（森議長）

ありがとうございました。

事務局から何か補足されることはありませんか。

（県庁医療政策課）

先ほどの榛原総合病院さんの御意見ありがとうございます。紹介受診重点医療機関

につきましては、先ほど事務局の説明にもありましたけれども、2月頃に地域医療構想
調整会議の場で決定いただくということで考えております。その際に、単純にもう基

準を満たしたから紹介受診重点医療機関にお願いするということではなく、あくまで

協議をしていただくということ、またこの機関になるためにはあくまでその病院さん

の了承といいますか、あくまで意向がないと、対象にならないという形になっており

ますのでこの調整会議の場で、単純にこの医療機関を決めるという形ではなくて話し

合っていただいて、どういう形でこの制度を活用したらいいかというをお話しいただ

ければと考えております。

（森議長）

ありがとうございます。

森田先生よろしいでしょうか。

＜意見なし＞

ありがとうございます。

では次に移らせていただきます。

【報告４ 地域医療介護総合確保基金について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。
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（事務局）

事務局説明（資料５-１､２ P.15～17）

（森議長）

ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

＜発言なし＞

特に無いようなので、次に移ります。

【報告５ 地域医療構想の実現に向けた重点支援区域について】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料６-１､２ P.18～20）

（森議長）

ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

＜発言なし＞

無いようですので、次に移ります。

【報告６ 第８次保健医療計画の見直しについて】

（森議長）

事務局から説明をお願いします。

（事務局）

事務局説明（資料７ Ａ３資料）

（森議長）

ただいまの説明につきまして、御意見や御質問はありませんか。

＜発言なし＞

ありがとうございました。

以上で、本日予定していた議事と報告事項は終了しました。

その他何かご意見があればお願いいたします。

（竹内アドバイザー）

貴重な時間をいただいて二点お話をさせていただきたいんですけども、よろしいでし

ょうか。

まず一点目は、今日榛原総合病院さんから御提案のあった地域包括ケア病棟の開設

のことです。去年病院協会の研修会でもお話をさせていただいたのですが、この志太

榛原圏域は回復期のリハビリテーション病棟が非常に充実をしているのですが、地域

包括ケア病棟が非常に少ないということがデータとして出ています。そういう点でサ

ブアキュートやポストアキュートを考えた時、救急の出口問題もあると思いますが、

そういうところで地域包括ケア病棟というのは非常に有効だと思われますので、ぜひ

圏域の中で有効に活用していただきたいと思っています。

二点目は、先ほど森田先生から質問があった紹介受診重点医療機関のお話です。国

の議論を私もいろいろ追いかけてきたんですけれども、やはり先生がおっしゃるよう

に、地域の中で病院がここしかないという中で、紹介逆紹介だけでやっていくという
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のは難しい。特に診療所の先生方は数が少なかったり高齢だったりする地域というの

は全国どこでも同じような問題があり、診療所等も機能分担を進めるといっても難し

いという地域も多々あるというのは、全国の議論の中でもありました。紹介率も特定

機能病院の計算式を用いるのか、地域医療支援病院の計算式を用いるのかというとこ

ろでもやはり議論があって、最終的には地域医療支援病院の計算式を用いるというこ

とになったのですが、今日の資料 13、14ページにあるように「医療資源を重点的に活
用する外来」と言っても、例えばオペ前オペ後の期間も含まれますし、いろいろな考

え方があると思います。

また今回の診療報酬改定で言えば、400床未満でもこの紹介受診重点医療機関があると
選定療養の定額負担の対象にもなるということで、多方面から検討していかなければ

と思います。圏域の中でもまた議論を重ねていただければと思います。

（森議長）

ありがとうございました。

それでは、予定していた議事は終了します。

委員の皆様がたには議事の進行にご協力いただき、ありがとうございました。

司会から本年度の会議は、本日を含め合計３回の開催を予定しており、次回の開催

は 10 月下旬を予定していることを説明。

終了


